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概 要 

平成 22 年度はインフルエンザのパンデミックは治ま

ったものの宮崎県で発生した口蹄疫が大きな社会問題化

した。獣医科学部は口蹄疫の問題には全く影響は受けな

かったが、私達と背景をともにする全国の獣医師ならび

に獣医学研究者は非常招集され、その対策に追われたと

聞く。感染症には確かに国境はなく、One Health の重

要性を確認させられるようなイベントが毎年のように起

きている。昨年度政権交代により、このようなイベント

への対応に大きな変化が起きることを期待する様な文章

を記したが、獣医科学部にとってはその期待は見事に裏

切られた。新政権の誕生によるものか財務官僚の判断に

よるものかは全く不明であるが、獣医科学部の研究活動

の大きな財政基盤であった動物由来感染症に関する事業

費が全く認められなかったのである。これまでも事業費

は年を追う減額に直面していた。このままではじり貧で

あるという危機感からこれまでの事業費をスクラップア

ンドビルドする形で新規事業計画を打ち立てた。これが

裏目に出たのである。状況判断に甘い点があったことは

否めないかも知れないが、まさに世界が One Health 理

念を実行に移すことによって、人獣共通感染症や人の健

康に大きな影響を持つ家畜･家禽の疾病さらには野生動

物の疾病コントロールに向かおうとしているこの時期に

このような事態となることは想像すらできなかった。

Child Health Research Initiative では研究費配分に係

る Priority 設定の問題点を指摘し、本当の意味での疾病

負荷の軽減に必要な研究費配分の在り方を提言している。

我が国の研究費配分の決定は如何なる考え方に基づいて

いるのかしばしば疑問に思うところである。このような

状況ではあるが、それぞれが確保した研究費に基づいて、

これまでに引き続きブルセラ症、カプノサイトファーガ

感染症、狂犬病、ニパウイルス感染症、炭疽、野兎病、

高病原性鳥インフルエンザウイルスなどに関する研究が

進められた。 

 

業 績 

調査・研究 

I．動物由来感染症に関する研究 

１．Brucella 特異的抗体検出法の開発に関する研究 

ブルセラ属菌特異的な抗体検出法を開発するため、ウ

エスタンブロッティングにより特異的反応を示したタン

パクを分離し、そのアミノ酸配列（104aa）を決定した。

配列から、このタンパクの抗原部位を解析し、抗原性を

持つと考えられる 5 種類のオリゴペプチド、ならびに全

長の組換えタンパクを作成し、その抗原性の解析を行っ

ている。新たな in-house の ICA の開発など、より特異

性が高く簡便な方法の開発を進めている。[木村昌伸、鈴

木道雄、山田章雄、今岡浩一] 

 

２．国内野生イノシシ・シカにおける抗 Brucella 抗体の

保有状況に関する研究 

国内の野生イノシシおよびシカの血液サンプルを用い

たこれまでの調査から、イヌブルセラ菌（B. canis）に

対する抗体を保有するものが認められている。今回、四

国地方を中心に、イノシシにおけるブルセラ属菌に対す

る抗体の保有状況を検討したところ、これまでと同様、

2010-11年シーズンのサンプルでも 11/109のイノシシで

B. canis に対して凝集が認められた。家畜ブルセラ菌（B. 

melitensis, B. abortus, B. suis）に対しても 1/109 で凝

集が認められた。また、血液培養により、ブルセラ属菌

特異的遺伝子（bcsp31）陽性分離株を得たが、これは、

Achromobacter 属の菌であり、ブルセラに対する抗体と

は反応性を持たなかった。したがって、イノシシに見ら

れるブルセラ属菌反応性抗体は、本菌に対する交差反応

ではなかった。すなわち、イノシシがブルセラ属菌に感

染し、これに対する抗体を獲得している可能性は否定で

きなかった。[木村昌伸、今岡浩一、鈴木道雄、山田章雄

（感染研・獣医科学部）、大日本猟友会、四国地区猟友会

会員] 

 

３．ブルセラ属菌の感染機序に関する研究 

マウス腸管ループ二重結紮試験法およびマウス経口投

与によるブルセラ菌の感染実験を行った。いずれの方法

でも、B. abortus 投与では、プリオンノックアウトマウ

スでは野生型マウスと比較して、パイエル板、脾臓、腸

管膜リンパ節における CFU 値が低かった。一方、B. suis
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ではそのような傾向は認められなかった。[今岡浩一、木

村昌伸、鈴木道雄、山田章雄（感染研・獣医科学部）、飛

梅実（感染研・感染病理部）、阿戸学（感染研・免疫部）、

中藤学、長谷耕二、大野博司（理化学研究所）] 

 

４．カプノサイトファーガ属菌に関する疫学的調査・研

究 

（１）カプノサイトファーガ属菌はイヌやネコの口腔内

に 常 在 す る グ ラ ム 陰 性 桿 菌 で あ る 。 特 に

Capnocytophaga canimorsus が臨床的に重要で、ヒト

がイヌやネコに咬傷・掻傷（以下、咬掻傷）を受けた際

に傷口から感染する。その患者発生状況が不明な点から、

継続して国内症例報告を医中誌、各種学会抄録集などを

検索し調査した。その結果、1993 年以降、22 例（イヌ

咬傷 12 例、ネコ咬掻傷 7 例、不明 3 例）を把握し、う

ち 7 例が死亡症例（イヌ咬傷 2 例、ネコ掻傷 4 例、不明

1 例）であった。また、今年度は、雑誌、新聞、テレビ、

そして、厚生労働省から Q&A として、これまでの成果

等、情報を広く提供した。その効果もあり、医療機関か

らも患者情報が寄せられるようになってきた。[鈴木道雄、

木村昌伸、山田章雄、今岡浩一] 

 

（２）イヌ・ネコだけでなく、近年、家屋内およびその

周辺で多く見られ、有害鳥獣として問題になっているア

ライグマの同菌保有状況を検討した。その結果、イヌや

ネコが保有している C. canimorsus や C. cynodegmi の

保菌は認められなかった。ただ、今のところ、その病原

性やリスクは不明であるが、別の Capnocytophaga 属菌

を保菌していることが明らかとなった。[今岡浩一、鈴木

道雄（感染研・獣医科学部）、山本祥二、大塚宏美（大

阪府家畜保健衛生所）] 

 

５. 動物由来感染症のリスク分析 

愛玩動物の中でも最も身近なイヌ、ネコの咬・掻傷事

故における感染症のリスク分析を行うため、一般者（5

万人）について大規模アンケート調査を実施した。イ

ヌ・ネコ飼育状況、咬・掻傷事故の経験状況、発症状況、

医療機関受診状況等を調査した。また、その際、カプノ

サイトファーガ症だけでなく、同じくイヌ・ネコから感

染するパスツレラ症、ネコひっかき病を含めた計 3 疾患

について、その認知度・罹患状況等を調査した。犬・猫

咬・掻傷の実態については不明な点が多かったが、本調

査により、多くの咬・掻傷事例が発生し、かつ感染症を

発症していることが明らかとなった。カプノサイトファ

ーガ属菌をはじめ、主な細菌感染症に対する認知はまだ

まだ不十分であり、なじみの深い犬・猫であっても飼育

する上で感染症のリスクがあることを認知してもらう

ことが必要である。 [今岡浩一、東レリサーチセンター] 

 

６．狂犬病に関する研究 

（１）狂犬病の危機管理に関わる調査・研究 

 動物検疫所、自治体（狂犬病等動物由来感染症担当者）

および狂犬病臨床研究会（臨床獣医師）の研究協力によ

り、我が国および海外で報告されている輸入狂犬病事例

や疑い事例への対応分析に基づく（１）海外からの侵入

リスク調査、（２）公衆衛生リスク回避に必要な輸入狂

犬病の摘発とサーベイランス、（３）発生シナリオとリ

スク検討、タイの赤十字研究所・狂犬病診断部との共同

研究による狂犬病の臨床サーベイランスシステムの構築

に必要な狂犬病臨床診断フロー（案）の検証、（４）狂

犬病を発症したイヌ等の臨床診断が研修可能な映像資料

の収集と分析、（５）脳検体の安全・簡便な採取方法の

開発等を行った。[井上 智、野口 章、加来義浩、奥谷

晶子、山田章雄（感染研・獣医科学部）、浦口宏二（北

海道立衛生研究所）、深瀬 徹（明治薬科大学）、佐藤 

克（狂犬病臨床研究会）、村山悠子（さいたま市動物愛

護ふれあいセンター）、宗村佳子（東京都動物愛護相談

センター）、矢野さやか（徳島県保健福祉部生活衛生課）、

児玉晋治（網走保健所）、白井和也（新潟県福祉保健部

生活衛生課）、辻沢雅人（新潟市保健所）、田原研司（島

根県健康福祉部薬事衛生課）、来待幹夫（島根県隠岐支

庁隠岐保健所）、拓植 康（愛知県動物保護管理センタ

ー）、伊藤 雅（愛知県衛生研究所）、増田真人（農林

水産省動物検疫所）、Tepsumethanon V.（タイ赤十字記

念病院・狂犬病診断部）] 

 

（２）侵入・不許可動物等の生態学的リスク評価と管理

に関する研究 

 不法上陸犬や輸入コンテナ貨物等に迷入した動物によ

る感染症リスクについて動物生態学的視点から解析を行

った。北海道には本州以南よりも多数のキツネが生息し

ており港湾区域にアクセスしうる環境であることが示さ

れた。過去に不法上陸犬事例があり周辺に野生動物生息

可能な港として舞鶴港を選定し環境調査と港湾事務所等

への聞き取りを行ったところ、キツネ同様狂犬病を媒介

するタヌキやアライグマが周辺に多数生息しており、外

国船からの不法上陸犬がこれら野生動物と接触するリス

クの検討が必要と考えられた。[浦口宏二（北海道立衛生

研究所）、工藤由美子（留萌振興局保健環境部保健福祉室）、

関谷紀幸（宗谷総合振興局保健環境部保健福祉室）、竹下

日出夫（オホーツク総合振興局保健環境部紋別地域保健

室）、児玉晋治（オホーツク総合振興局保健環境部保健福
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祉室）、梅澤めぐみ（根室振興局保健環境部保健福祉室）、

深瀬 徹（明治薬科大学）、井上 智（感染研・獣医科学

部）] 

 

（３）動物由来感染症の感染源動物モニタリング手法に

関する研究 

 狂犬病など人獣共通感染症の潜在的媒介者となりうる

野生哺乳動物のリスク評価手法として自動撮影によるモ

ニタリング手法の検討を行いキツネ・タヌキ・アライグ

マなどの野生哺乳類の生息状況把握に極めて有効である

ことを明らかにした。調査努力量と結果の安定性、時期

による動物活動性の影響考慮、データ蓄積、理論面での

検討が残されているが、手法を統一し観測をネットワー

ク化すれば、広域的な密度分布や分布域の変化も把握で

きる可能性が示唆された。 [浦口宏二（北海道立衛生研

究所）、平川浩文（森林総合研究所北海道支所）、深瀬 徹

（明治薬科大学）、井上 智（感染研・獣医科学部）] 

 

（４）アジアの研究機関との連携による狂犬病のラボラ

トリーネットワーク強化に関する研究 

平成 22 年度は、RITM、NIHE、China CDC に NIH/KCDC

の狂犬病専門家を加えて連携ネットワークの拡大強化を

行い、前年度までに確立した遺伝子および抗原検査系と

分子疫学等の成果・技術の評価と見直し、課題点の補強、

連携研究の方向性等について国立感染症研究所（NIID）

で連携機関の担当者を招聘して実技を交えた議論と研修

を行った。また、実験的に狂犬病ウイルス（CVS-11 株）

感染マウスの脊髄で遺伝子の発現低下を示す遺伝子群

（神経疾患関連遺伝、GABA 関連遺伝子、イオンチャネル

関連遺伝子）を見いだした。[井上 智、野口 章、杉浦

尚子、宇田晶彦、Bazartseren B.、佐藤 豪、加来義浩、

奥谷晶子、山田章雄（感染研・獣医科学部）、朴 天鎬、

小嶋大亮（北里大学）、黒田 誠、関塚剛史（感染研・病

原体ゲノム解析研究センター）、飛梅 実（感染研・感染

病理部）、阿戸 学（感染研・免疫部）、井上謙一、（京都

大学・霊長類研究所）、Demetria C.、Manalo D.L.、Quiambao 

B.（RITM）、Nguyen T.K.A.、Nguyen D.V.、Ngo G.C.（NIHE）、

Tang Q.（China CDC）、Han M.G.（NIH/KCDCP）］ 

 

（５）海外からの侵入が危惧される野生動物媒介性の狂

犬病に関する研究 

 近隣諸国での狂犬病流行拡大は日本への狂犬病侵入リ

スク増大につながるため、海外研究協力者と共同してユ

ーラシア大陸を中心とした野生獣の狂犬病（リッサウイ

ルス感染症を含む）について流行状況把握、疫学調査、

流行様式解明等について調査研究を行った。今年度は、

モンゴルの現地専門家の協力を得て流行している狂犬病

ウイルス（RABV）の遺伝学的多様性について解析を行い、

モンゴルで流行している RABV が２つの遺伝子グループ

に分けられ、それぞれがロシアで分離される RABV

（Steppe 型と Arctic 型）に近縁であることを明らかに

した。モンゴル国境沿いのロシア地域では新しいコウモ

リ由来のリッサウイルスが発見されており、国境を越え

た野生動物での流行拡大リスク等について調査の必要性

が示唆された。[井上 智、Bazartseren B.、野口 章、

加来義浩、奥谷晶子、杉浦尚子、山田章雄（感染研・獣

医科学部）、小滝 徹（感染研・ウイルス一部）、Tuya N., 

Dulam P., Batchuluun D.（モンゴル中央獣医研究所）］ 

 

（６）狂犬病の感受性動物の生態把握に関する調査研究 

 わが国で行われている狂犬病予防は、厚生労働省「衛

生行政報告例」によって統計把握されている予防注射頭

数、及び、登録犬数に基づいて行われているが、飼育犬

頭数の総数を公的統計で把握したものはない。今回、飼

育犬頭数の統計にしばしば引用される「全国犬・猫飼育

実態調査（一般社団法人ペットフード協会）」に基づく「現

在飼育頭数（拡大推計値）」について評価を行い、飼育犬

頭数の推計精度を向上させるために（１）補助変量（世

帯総数）に国勢調査の一般世帯を利用し、沖縄県、20 歳

未満、70 歳以上のみで構成される世帯を考慮すること、

（２）1 世帯あたりの平均飼育頭数に補正の必要性は尐

ないがバイアスの動向等に関する検証継続が必要である

ことを示した。推計方法の種々不確実要素は改善可能と

考えられ、検討の継続が必要であり、政府統計において

大規模な無作為抽出標本調査による飼育犬頭数実態把握

の実施が望まれた。[石井 太（国立社会保障・人口問題

研究所）、井上 智（感染研・獣医科学部）］ 

 

（７）狂犬病の中和抗体価測定法に関する研究 

RFFIT 法は WHO で推奨されている狂犬病の中和抗体測

定法の一つであるが、標準血清の入手が困難であり、か

つ、アジアにおいては本測定法の標準化が進んでいない。

そこで、中国 CDC・狂犬病研究部の検査担当官を NIID に

招聘して両機関で行っている検査手技の詳細・相違点と

保存標準血清の力価検証について一緒に直接比較検討を

行った。これにより、各実験室の課題点について情報共

有と解決策の提案が容易となり、検査手技等の相互検証

と標準血清の評価を定期的に連携して行うことの有意性

を確認した。 [野口 章、井上 智（感染研・獣医科学部）、

Pengcheng Y.、Tang Q.（中国 CDC）] 

 

（８）single chain variable fragment (scFv)と Direct, 
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rapid immunohistochemical test (DRIT) 法による狂犬

病ウイルス（RABV）抗原検出法の開発 

Direct, rapid immunohistochemical test (DRIT) 法

は、測定が簡便で、高価な蛍光顕微鏡を必要としない

RABV 抗原検出法として近年注目されている。そこで、

RABV 蛋白質を特異的に認識する single chain variable 

fragment (scFv)を DRIT の検出抗体として利用し、有効

性と課題点を検討した。RABV-N, P 蛋白質を特異的に認

識する scFv をビオチン標識し、RABV 感染マウス脳の塗

抹標本に反応させたところ全ての scFv はウイルス蛋白

質を特異的に認識することができた。しかし、検出され

た抗原密度は、陽性対照として用いたビオチン標識ポリ

クローナル抗体よりも低く感度と特異性について改良の

必要性が示された。 [加来義浩、野口 章、杉浦尚子、

山田章雄、井上 智（感染研・獣医科学部）］ 

 

（９）狂犬病ウイルス（RABV）遺伝子検出系に使用する

陽性対照 RNA を産生する細胞の作出 

 現在、遺伝子検出系の陽性対照に合成 RNA を準備して

いるが、合成 RNA は RNase にさらされやすく長期保存や

地方衛研への移送時に分解しやすいリスクがある。この

課題を解決するために、陽性対照 RNA をもつ疑似ウイル

ス粒子の作出を検討した。今年度は、RABV ゲノム両端の

Leader配列と Trailer配列間に陽性対照 RNA配列を挿入

したプラスミドを作出して RABV 蛋白質を発現するマウ

ス神経芽腫細胞内に導入し、RT-PCR により陽性対照 RNA

の増幅を確認した。現在、疑似ウイルス粒子の生産効率

を上げるため陽性対照 RNA 配列の再検討を行っている。 

[加来義浩、野口 章、杉浦尚子、井上 智（感染研・獣

医科学部）、井上謙一（京大・霊長研）]  

 

（１０）狂犬病ウイルス（RABV）固定毒 CVS-26 株の

reverse genetics 系の作出 

 狂犬病ウイルス（RABV）固定毒 CVS-26 株（米国 CDC

由来）の全ゲノム配列を特定して、狂犬病ウイルス（RABV）

の reverse genetics 系を作出した。[井上謙一（京大・

霊長研）、佐藤こずえ（長崎大・熱帯研）、加来義浩、杉

浦尚子、濱本紀子、野口 章、井上 智（感染研・獣医

科学部）] 

７. 炭疽に関する研究 

（１）モンゴル国内分離株の分子遺伝学的解析 

モンゴル国内で分離された動物および土壌由来の炭疽

菌について Multiple-locus variable-number tandem 

repeat analysis（MLVA)による分子疫学的解析を行った

ところ、病原性プラスミド由来のタンデムリピートでは

多型性がみられたが、解析の主体であるゲノム由来タン

デムリピートにおいていずれも遺伝的に近縁であり、ア

ジア由来の炭疽菌株と同じクラスター(A3)に分類される

ことが明らかとなった。 [奥谷晶子、Bazartseren B.、

井 上  智  (感 染 研 ・ 獣 医 科 学 部 ) 、 Tungalag H., 

Tserennorov D., Otgonchimeg I., Erdenebat A., 

Otgonbaatar D.（モンゴル・国立生態系感染症センター）] 

 

（２）ベトナムの炭疽発生地域における患者・環境等感

染源を利用した炭疽診断と分子疫学的解析に関する研究 

ベトナムの国立衛生疫学研究所（NIHE）との共同研究

によって、炭疽の高頻度発生地区であるラオカイ（Lào 

Cai, 老街）省、ハザン（Hà Giang, 河江）省、ディエン

ビエン（Điện Biên, 奠邊）省、ライチャウ（Lai Châu, 萊

州）省で医療センターと獣医系機関との連携を確立し、

実際の炭疽発生事例からヒト・動物・環境検体から菌の

分離と同定を行って、炭疽を発症した患者および感染源

となった環境等検体を利用した菌体の分離・同定法を確

立した。[Hoang T.T.H.、Anh D.D.（ベトナム・国立衛生

疫学研究所）、奥谷晶子、井上 智 (感染研・獣医科学部)] 

 

（３）芽胞形成菌であるバチラス属（炭疽菌等）の環境

中（土壌等）における分布と安定性に関する研究 

芽胞形成菌である炭疽菌等バチラス属の環境中（土壌

等）における分布と安定性を明らかにするために、国内

（4 カ所）で採取した土壌を利用してバチラス属選択培

地および羊血液寒天培地による菌分離・同定法の確立と、

バチラス属および炭疽菌を含むバチラス・セレウスグル

ープに特異性の高い PCR プライマーを使用した土壌抽出

DNA からの菌体遺伝子検出法の開発を行った。今後、野

外の土壌採取地域を増やして実験室内で確立した分離・

同定・検出法の検証を行いながら土壌中のバチラス属分

布について解析を行う。[奥谷晶子、井上 智 (感染研・

獣医科学部)] 

 

（４）病原性プラスミド上の遺伝子を欠失した炭疽菌変

異株の電子顕微鏡による微細形態の比較解析 

遺伝子欠失によって弱毒化した炭疽菌（莢膜欠損株、

防御抗原欠損株）の微細形態学的な特徴を走査および透

過型電子顕微鏡で調べるために培養・固定等の至適条件

について検討を行った。現在、変異株間で栄養型、莢膜

型、芽胞について微細形態の比較解析を進めている。[奥

谷晶子、井上 智 (感染研・獣医科学部)、佐多徹太郎（感

染研・感染病理部）] 

 

（５）炭疽菌の登録、保管、輸送、廃棄に関する一括管

理システムの構築 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A9%E3%82%AA%E3%82%AB%E3%82%A4%E7%9C%81
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8F%E3%82%B6%E3%83%B3%E7%9C%81
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%83%93%E3%82%A8%E3%83%B3%E7%9C%81
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%83%93%E3%82%A8%E3%83%B3%E7%9C%81
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%81%E3%83%A3%E3%82%A6%E7%9C%81
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炭疽菌は感染症法により二種病原体等に指定されて

おり、バイオセキュリティ上の観点から、法に基づく厳

重な保管管理が必要とされている。そこで、炭疽菌の管

理に適した「病原体等の登録、保管、輸送、廃棄に関す

る一括管理システム」の構築をバイオセーフティ管理室

と連携して行った。[奥谷晶子、井上 智 (感染研・獣医

科学部)、篠原克明（感染研・バイオセーフティ管理室）] 

 

８．野兎病に関する研究 

（１）日本分離野兎病菌株の薬剤感受性試験 

野兎病菌（Francisella tularensis）日本分離株 34 株につ

いてE testにより薬剤感受性を比較した。全株が penicillin 

G 耐性で、erythromycin、ciprofloxacin、gentamycin およ

び doxycycline に高い感受性を示した。cefotaxime（CT）

および imipenem（IP）に対する感受性は株間で異なり、

CT および IP 感受性（14 株）、CT 耐性 IP 感受性（11 株）、

CT および IP 耐性（11 株）の 3 群に分けられた。P/C ア

ーゼテスト（ニッスイ）にて全株がペニシリナーゼ陽性

かつセファロスポリナーゼ陰性であった。薬剤感受性に

おいて日本分離株は既報の海外由来株と概ね同等であっ

たが、CT などのセフェム系や IP などのカルバペネム系

薬剤に対して感受性の株が多いと考えられた。[堀田明豊、

棚林清、藤田修、山本美江、宇田晶彦、Neekun Sharma

（岐阜大学連合大学院）] 

 

（２）野兎病菌リポ多糖体（LPS）に対する免疫血清の

作製 

マウスは野兎病菌に高感受性で感染にて多くが斃死す

る。このため感染回復個体からの血清採取は困難である。

一方、野外のノネズミは比較的耐性がありと考えられて

いるが感染個体に遭遇することは極めて稀である。この

ため、擬似的な野兎病菌感染血清の作製を目的に、精製

野兎病菌 LPS をマウス免疫した。日本分離野兎病菌由来

の LPS10、50、100 または 200μg 懸濁液と等量の titer max

を混合し免疫した。ブースターとして全採血 3 日前に蛋

白量 100μg の野兎病菌不活化全菌体を接種した。2 週お

きに免疫した結果、12 週後に精製 LPS100 または 200μg

を免疫した個体に抗体価上昇が認められ、高い抗体価の

血清を得た。[堀田明豊、棚林清、藤田修、山本美江、宇

田晶彦、Neekun Sharma（岐阜大学連合大学院）] 

 

（３）野兎病菌感染宿主における病原性と感染細胞の差

異 

 野兎病菌は哺乳類における高い増殖性と病原性を示す

細胞内寄生性の細菌である。本研究では、野兎病菌の高

い増殖機序を解明する為に、野兎病菌感染宿主における

病原性と感染細胞の差異について検討を行った。病原性

の異なる 2 種類の株をマウスに経鼻接種後、経時的に肺

における感染細胞を解析した結果、強毒性株は主に

CD4 - CD8 a - C D11 c - CD4 5 + CD2 0 5 l o w F4 /8 0 l o w IL1 - IF

Ng + 細 胞 に 感 染 す る の に 対 し 、 弱 毒 株 は CD4  

- CD8 a - CD11 c - CD4 5 - CD2 0 5 l o w F4 /8 0 l o w IL1 - IF Ng +

細胞に感染する事が明らかとなった。今後、感染細

胞と病原性の関連性について更に検討を行う。[宇田晶彦、

藤田修、堀田明豊、棚林清、山田章雄] 

 

（４）パルスフィールドゲル電気泳動法を用いた野兎

病菌種および亜種間の鑑別に関する研究 

我々が確立した野兎病菌パルスフィールドゲル電気泳

動 (PFGE)法の有用性を検証する目的で、保有する

Francisella 属菌 3 種計 56 株を検討した。その結果、昨年

度明らかにした PFGE 法に有用な 7 種制限酵素のうち 2

種を用いる事で、国内外由来の Francisella 属菌の種間、

野兎病菌の亜種間、さらに F. tularensis subsp. holarctica

の国内分離株と海外由来株の鑑別が可能であった。しか

し、クラスター解析により各クラスター内の菌株の分離

場所、分離年、分離宿主、薬剤感受性、繰り返し遺伝子

配列、生化学的性状等の関連性は見出されなかった。 

［藤田 修、宇田晶彦、堀田明豊、山本美江、棚林 清］ 

 

（５）野兎病菌におけるグリセロール分解能の簡易検査

法の確立  

野 兎 病 菌 の 亜 種 間 (Francisella tularensis subsp. 

tularensis と subsp. holarctica)の鑑別点の一つとしてグリ

セロール分解能の有無があげられる。一般的に海外の

subsp. holarctica はグリセロール分解能が無いが、国内分

離株にはグリセロール分解能を有する subsp. holarctica

が存在する事が知られている。しかしこれまでの検査法

は複雑であり、また簡便な検査キットは高額である。今

回我々は簡便な野兎病菌のグリセロール分解能を調べる

簡易検査法を開発した。この方法を用いて国内分離株を

検討した結果、国内にグリセロール分解能を有る株が存

在する事が再確認され、さらにグリセロール分解能が非

常に弱い菌株でも検出可能となった。 

［藤田 修、宇田晶彦、堀田明豊、山本美江、棚林 清］ 

 

９．鳥インフルエンザに関する研究 

鳥由来インフルエンザウイルスの検体輸送培地中での生

残性 

検体輸送用培地中でのウイルスの生残性を調べるため

に、組織培養用培地(MEM)、生理食塩水および市販のユ

ニバーサルバイラルトランスポート培地に鳥類由来
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H5N1 亜型ウイルス 2 株と H1N3 亜型ウイルス１株なら

びにヒト由来 H1N1 亜型ウイルスを添加し冷蔵（4℃）と

室温（20℃）で保管し感染価を測定した。さらに、ニワ

トリ糞便を混入した場合についてもその生残性を調べた。

冷蔵での感染価の低下は尐なかったが、室温保存のMEM

培地では他の培地より低下した。また、糞便の混入、室

温保存では感染価の低下が速かった。［山本美江、堀田明

豊、藤田修、宇田晶彦、棚林清］ 

 

国際協力 

（１）ベトナム国立衛生疫学研究所（NIHE）能力強化計

画プロジェクト（JICA）への協力 

ベトナム NIHE において、短期派遣専門家として JICA

支援で建設された BSL3 実験室で使用する P3 病原体（結

核菌、炭疽菌、狂犬病ウイルス、リケッチア、インフル

エンザ）のバイオセーフティ/基準微生物実験技術にかか

わる GMT の整備・強化について NIHE と国立感染症研究所

（NIID）の各病原体専門家と情報共有、意見交換、NIHE

バイオセーフティ部が作成中のバイオセーフティ教育・

研修用 DVD への助言、実験室での病原体取扱いにおける

課題等について支援・提言を行った。 [篠原克明（感染

研・バイオセーフティ管理室）、影山 勉（感染研・イン

フルエンザウイルス研究センター）、大野秀明（感染研・

生物活性物質部）、安藤秀二（感染研・ウイルス一部）、

長谷川秀樹（感染研・感染病理部）、井上 智、奥谷晶子

（感染研・獣医科学部）]  

 

（２）狂犬病の遺伝子・抗原検査系に係る研修 

狂犬病のラボラトリーネットワーク構築で連携してい

る中国 CDC（Pengcheng Y.）、ベトナム NIHE（Nguyen 

T.K.A.）、フィリピン RITM（Manalo D.L.）の狂犬病専門

家を招聘して国立感染症研究所で研修と研究打ち合わせ

を行った。 [野口 章、加来義浩、井上 智（感染研・

獣医科学部）、飛梅 実（感染研・感染病理部）、阿戸 学

（感染研・免疫部）] 
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